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ルールの変更
〇現行

白基調のみ

〇変更後

白色・黒色・紺色・灰色基調（靴紐も）



靴の色についてのアンケート結果



アンケート結果をもとにしました

集計の仕方

1．明確な理由がある靴の色だけを参考にする

2．理由がないもの、アンケートに答えてないものは考えないも

のとする

3．割合は、四捨五入するので、必ず合計100％になるとは

限らない



結果

総合、87票

・現行のまま派…7票（8%）

・変えたい派…80票（92%）

→変えた方が良い意見が多くある

変えたい派は、大きく分けて2つの意見

「なんでもありにしたい」と、「制限付きで種類を増やしたい」



なんでもありにしたい人
（変えたい派の12.5%）の意見

・誰も靴の色で校風や雰囲気を評価していない

・個性を出したい



制限付きで種類を増やしたい人
（変えたい派の88.8%）の意見
・白は汚れが目立ち、洗う回数と買い替えの頻度が増える

→手間もお金もかかる

・白は売っていないことがあるので買いにくい

・同じ色だと履き間違えが起こる

・白は学校以外では履かない

↓しかし

いきなり制限を無しにすると秩序が乱れたり、周りからの印象が

悪くなるかもしれない



確かに、いきなり制限無しは難しい

↓

今回の私たちの改訂案は今までの白に加え、

黒色・紺色・灰色基調も許可する

↓

今のデメリットもこのルールにすることで、

ほとんど解決できる



・誰も靴の色で校風や雰囲気を評価していない

・個性を出したい

これらの意見も賛同できるところはあるが、

前例の無い今の状況でいきなりこれら全てを許可するのは、

リスクが高い



・色は揃っているが、

形がそれぞれ違う

・汚れが目立つところもある

白靴の場合…



・色は揃っていないので統一感
は無い
・黒などは汚れが目立たない
・全体的に見て落ち着いている

いろんな色の靴がある場合…



見た目の印象は人それぞれ

「白だけの方がまとまっていて良い！」

「黒などが入った方が汚れが目立たなくて良い」

↓

主観的な意見になるので、どちらが正しいのか判断できない



流石に雰囲気が壊れる



ワンポイントやデザインについて

今まで通りの基準で良い

→今のワンポイントの仕組みで変えなければならない所
がない





靴の色の良い例・悪い例

灰色基調だけど
靴ひもがピンク

灰色基調だけど
差し色、ソール
が派手な色

灰色基調
マジック
テープ×

黒色基調
ライン蛍光色

靴ひも買い替
えたらOK！



靴の色の良い例・悪い例

黒、白、灰色
基調



靴の形についてのアンケート結果



形については現行通り

・運動靴またはスニーカーで紐靴のみ

（ローファーや革靴等は認めない）



まとめ

○色

・白基調のみ→白に加え、黒色・紺色・灰色基調も認める

・靴紐も白に加え、黒色・紺色・灰色も認める

・ワンポイントなどの柄の規定は変更無し

○形

・変更点はない
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